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プレコンセプションケアの取組の推進

健康経営の新視点
～性別を問わない、性と健康に関する正しい知識の普及に向けて～

参考資料２
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こども家庭庁の考えるプレコンセプションケアとは？

将来、妊娠や出産を希望するかどうかについて考える際に、一人ひとりが、

正しい知識を身につけたうえで、後悔することなく、自らの希望する選択を

実現できる社会へ

プレコンセプションケアは

「性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・

出産を含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理

を行う」 概念

目指す社会
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プレコンセプションケアに関する大学生の意識調査

※令和６年12月のこども家庭庁が実施した都内大学キャンパス内での調査（大学生男女50名を対象）

30歳代後半までは不妊のリスクが上がらないと思っている大学生が66％であり、
十分な知識がないまま企業に入社している。
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女性の年齢と妊娠成功率

Human Reproduction 2002 17（5） 1399-1403 データより作図

【妊娠しやすいタイミング（排卵日２日前）での性交による妊娠成功率】

年齢とともに女性の妊娠率は低下している。

27～29歳19～26歳 30～34歳 35～39歳
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男性の年齢と妊娠率

Reprinted from Fertil Steril., 79 Suppl 3, Hassan MA, Killick SR., Effect of male age on fertility:evidence for the decline in male fertility with increasing age, 1520-1527, Copyright 2003,with permission 
from American Society for Reproductive Medicine.
https://www.sciencedirect.com/journal/fertility-and-sterility

【男性の年齢別累積妊娠率（%）】

年齢とともに男性の累積妊娠率も低下している。
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プレコンセプションケアに関する大学生の意識調査

※令和６年12月のこども家庭庁が実施した都内大学キャンパス内での調査（大学生男女50名を対象）

多くの大学生は、もっと性や妊娠に関して学びたいと思っている。
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⚫ プレコンセプションケアの推進にあたっては、若い世代の意見を聴き、当事者のニーズに沿った取組を実施し施策の効果を定期的に評価。

⚫国は、国立成育医療研究センターと連携し技術的に支援、自治体は国の「５か年計画」を参考に「地方版推進計画」を策定する等計画
的に推進。

プレコンセプションケア推進5か年計画（概要）
～性と健康に関する正しい知識の普及と相談支援の充実に向けて～

★「性と健康の相談センター」等プレコンセプションケアに関する一般的な相談ができる窓口
の認知を推進。
★身近な地域において医療機関等も含め、専門家による相談支援体制の整備を図る。

★夜間休日対応の実施や、電話・オンライン相談、メールやSNSの活用等、相談者の利
便性に配慮。

相談支援の充実（一般相談）

★基礎疾患を有する方等が、医療機関等でプレコンセプションケアに関する相談ができるよ
う、全国に相談窓口を展開するとともに、専門外の医師の適切な対応にも資するよう、医
療者用相談対応マニュアルを作成し、周知。

相談支援の充実（専門相談）

性や健康に関する正しい知識の普及と情報提供
★SNS等を活用した積極的な情報発信。

★プレコンセプションケアの普及に係る人材（プレコンサポーター）を育成するとともに、
啓発資材の作成等、企業・自治体・教育機関等における講演会等の開催支援。

※プレコンサポーターは、「プレコンセプションケアを推進することを目的とし、企業・自治
体・教育機関等において、性別を問わず、性や健康に関する正しい知識の普及を図り、
健康管理を行うよう促す人材」である。職種に限定されず、研修を修了すれば、希望する
方は、誰でもプレコンサポーターになるものとして想定。

今後５年間の集中的な取組

対象者層

妊娠・出産
を含めた
性や健康に
関する相談
をしたい方

全ての世代
の方々

専門的
な相談
を

したい
方

取組推進にあたって

〈目標〉
認知度
80%

プレコンサポーター
5万人以上

〈目標〉
相談窓口
認知度
100%

〈目標〉
専門相談
医療機関数

200以上

企業にもご協力

いただきたい
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働く若手社員たちの声

将来的にこどもが欲しいと思うが、上司にそのことを伝えると、重要な仕事を任せ
てもらえないのじゃないかと不安に思う。

年齢的にそろそろ妊活しなきゃいけないと考えているが、海外赴任の話もある。
断ると2度とチャンスが巡ってこないのではないかと思い、妊活に踏み切れない。

パートナーが妊娠したら、自分もしっかりとサポートしていきたい。

生理痛が重くてつらい。
辛くて仕事を休みたいが、言い出せない。出社して仕事をしっかりできるか不安。

妊活をしているが、仕事は夜遅くまであり、運動も睡眠も不足気味、仕事の
付き合いの飲み会も多いけれど、どうしたらよいか。

不妊治療で、月に５，６回の通院が必要。上司にも言いづらいし、同僚に
も迷惑がかかると思うと、悩む。

休暇制度？

社内理解？

研修？
相談体制？

キャリア形成？
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企業自身にとってのメリット

企業によるプレコンセプションケアの取組は、企業自身にも様々なメリットがあります。

正しい知識をもとにした、
社員の希望する
ライフデザインを
実現できます

→従業員エンゲージメン
トの向上

社員の退職や、
やむを得ない働き方変更
を事前に予防できます

→離職防止、アブセン
ティーズム、プレゼン
ティーズムの改善

管理職と若手職員の
意思疎通が円滑に
なります

→コミュニケーションの
活性化

従業員から、学生から、そして、社会から、選ばれる企業へ
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プレコンセプションケアに取り組む企業を、こども家庭庁は応援します

企業の皆様にお願いしたいこと

① 性別問わず、必要とする社員に、プレコンに関する情報や研修の実施

② 自社の人事担当者や産業保健スタッフなどを、プレコンサポーターとして養成

③ 自社の専門職による個別相談の実施、自治体サービスへのつなぎ

私たち「こども家庭庁」の取組

～企業の取組を支援します～

①周知広報や研修資材の提供、好事例の横展開

②全国でプレコンサポーターを養成、オンラインで養成研修を受講できる環境を整備

③希望する企業には、研修会の開催支援等も実施

⑤医療機関で専門的な相談を受けられるよう支援

④社員の皆さんが実際に相談できるセンターを全国に整備



Webサイト 「はじめよう プレコンセプションケア」

X

プレコンセプションケアの普及啓発のため、Webサイト「はじめよう プレコンセプションケア」を開設（令和７年９月）。
若い世代を含め、あらゆる方々に、プレコンセプションケアに関する概念をわかりやすく伝えるため、順次、記事や漫画、Q＆Aやショートドラマなどのコンテンツを
充実させていく。

Webサイト：はじめようプレコンセプションケア



プレコンサポーター養成講座 概要

■ プレコンセプションケアとは
「性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン
（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行う」概念。

■ プレコンサポーターとは
・「プレコンセプションケアを推進することを目的とし、自治体・企業・教育機関等において、性別を問わず、性や
健康に関する正しい知識の普及を図り、健康管理を行うよう促す人材」と定義。
・今後5年間で5万人のプレコンサポーターを養成することを目標としている。

■プレコンサポーター養成講座とは
・eラーニング形式で実施。
・基礎編とアドバンスト編で構成
・講座終了後には確認テストを実施し、合格者に「プレコンサポーター修了証」を発行予定。

受講（動画視聴）

合格

テスト テスト

修了証発行

専門職の方のみ

受講（動画視聴）

合格

修了証発行

基礎編
（誰でも受講可能）

アドバンスト編
（専門職の方のみ受講可能）

８



参考資料



⚫ プレコンセプションケアの推進にあたっては、若い世代の意見を聴き、当事者のニーズに沿った取組を実施し施策の効果を定期的に評価。

⚫ 国は、国立成育医療研究センターと連携し技術的に支援、自治体は国の「５か年計画」を参考に「地方版推進計画」を策定する等計画的に推進。

プレコンセプションケア推進5か年計画（概要）
～性と健康に関する正しい知識の普及と相談支援の充実に向けて～

⚫ 「成育医療等基本方針(令和５年３月改定)」にプレコンセプションケアの推進についての方針が定められたほか、「経済財政運営と改革の基本方針2024」に
「相談支援等を受けられるケア体制の構築等プレコンセプションケアについて５か年戦略を策定した上で着実に推進する」旨が盛り込まれた。

⚫ 若い世代が自分の将来を展望する際に、性や健康・妊娠に関する正しい知識の取得方法や、相談する場所・手段について、必ずしも広く知られていない現状
を踏まえ、「プレコンセプションケアの提供のあり方に関する検討会 ～性と健康に関する正しい知識の普及に向けて～ (座長：五十嵐隆国立成育医療研究セン

ター理事長)」において、プレコンセプションケアに係る課題と対応について整理を行い、 「プレコンセプションケア推進5か年計画」を策定。

背景と経緯

★「性と健康の相談センター」等プレコンセプションケアに
関する一般的な相談ができる窓口の認知を推進。
★身近な地域において医療機関等も含め、専門家によ
る相談支援体制の整備を図る。
★夜間休日対応の実施や、電話・オンライン相談、メー
ルやSNSの活用等、相談者の利便性に配慮。

相談支援の充実（一般相談）

★基礎疾患を有する方等が、医療機関等でプレコンセプ
ションケアに関する相談ができるよう、全国に相談窓口を
展開するとともに、専門外の医師の適切な対応にも資す
るよう、医療者用相談対応マニュアルを作成し、周知。

相談支援の充実（専門相談）

性や健康に関する正しい知識の普及と情報提供

★SNS等を活用した積極的な情報発信。
★プレコンセプションケアの普及に係る人材（プレコンサ
ポーター）を育成するとともに、啓発資材の作成等、自
治体・企業・教育機関等における講演会等の開催支援。

今後５年間の集中的な取組

１．プレコンセプションケアに関する概念の普及
⚫ プレコンセプションケアは「性別を問わず、適切な時期に、性や健康
に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン
（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を行う」概念であ
るが、言葉自体や概念についての認知度は低い。

⚫ 思春期から成人期に至るまで、性別を問わず全ての人が、発達段
階や状況に応じてプレコンセプションケアという概念を知り、それに
関する知識について、適切に身につけることは重要。

２．プレコンセプションケアに関する相談支援体制の充実
⚫ プレコンセプションケアに関する相談先として、自治体における「性と
健康の相談センター」等があるが、広く知られていない現状がある。

⚫ 若い世代の方が、より相談しやすくなるような体制づくりが必要。

３．専門的な相談支援体制の強化
⚫ 基礎疾患のある女性が、説明を受けないまま、妊娠する方がいる実
情や、かかりつけ医等と産婦人科医の連携が不十分という指摘も。

⚫ 産婦人科以外の医師もプレコンセプションケアに関して十分な知
識を持つとともに、かかりつけ医等と産婦人科医の必要な連携に資
する情報提供資材が必要である。

対象者層

妊娠・出産
を含めた
性や健康に
関する相談を
したい方

全ての世代の
方々

専門的な
相談を
したい方

プレコンセプションケアの概念及び
現状・課題とその対応にあたっての基本的な考え方

取組推進に

あたって

〈目標〉
認知度 80%

プレコンサポーター
5万人以上

〈目標〉
相談窓口認知度

100%

〈目標〉
専門相談医療機関数

200以上



⚫ 「プレコンセプションケア推進5か年計画」を踏まえた今後５か年の集中的な取り組みとして、国、地方公共団体、企業、教育機関、国立成育医
療研究センター等の専門機関及び関係団体が、それぞれの役割に応じて、以下の取組を中心に、着実にプレコンセプションケアを推進していくこと
が期待される。
 ・性や健康・妊娠に関する正しい知識の積極的な普及と情報提供
 ・プレコンセプションケアに関する相談支援の充実（一般相談）
 ・プレコンセプションケアに関する医療機関等における相談支援の充実（専門相談）

プレコンセプションケア推進５か年計画を踏まえた支援体制

性別を問わず全ての世代の人が、プレコンセプションケアについての知識を持ち、実践することができる社会へ

プレコンセプションケ
アに係る計画等を策定

国立成育医療研究センター等
国

自治体

教育機関

企業

・身近な医療機関での
一般相談の支援

・基礎疾患を持つ妊婦等への
専門的な相談の支援 等

・正しい知識の普及啓発
（SNS等を活用した情報発信等）

・相談窓口の周知 等

プレコンセプションケアの最新の知見を収集
プレコンセプションケア医療者用マニュアルを作成

プレコンセプションケアの推進
推進協議会の開催

５カ年計画の進捗の管理

・研修・出前講座等の企画・実施
・SNS等を活用した情報発信
・性と健康の相談センター等
での専門職による個別相談 等

・出前講座や個別相談の企画・実施等
・専門職による個別相談 等

医療機関

関係団体

プレコンセプションケアを推進することを目的とし、自治体・企
業・教育機関等において、性別を問わず、性や健康に関す
る正しい知識の普及を図り、健康管理を行うよう促す人材

プレコンサポーター

医師、保健師、助産師、
看護師、栄養士等の
専門職

協力自治体、企業、教育

機関等とも連携

・講座等への参加
・個別相談 等

・講座等への参加
・個別相談 等

・講座等への参加
・個別相談 等

・個別相談 等

連携 連携

・プレコンサポーター養成研修
・講演会用資材等の提供
・好事例の横展開 等

・社員への情報提供
・研修等の企画・実施
・福利厚生等に係る取組
・専門職による個別相談 等

15



III.１．性や健康・妊娠に関する正しい知識の積極的な普及と情報提供

項目 指標 現在 ５年後の目標

プレコンセプションケアに関する知識
の深化

若い世代におけるプレコンセプションケアの概念の
認知度

1割以下 80%

プレコンセプションケアの普及に係る
人材育成

プレコンサポーターの人数 ー ５万人以上

自治体・企業・教育機関等でのプ
レコンセプションケアについての取組
のサポート

自治体における性と健康の相談センター事業の
実施率（連携して行う場合を含む）

約70％
（※１）

100%

企業におけるプレコンセプションケアに関する取組
の実施率

約30％
（※２）

80%

III.２．プレコンセプションケアに関する相談支援の充実（一般相談）

若い世代における一般的な相談窓口の認知度 ー 100%

III.３．プレコンセプションケアに関する医療機関等における相談支援の充実（専門相談）

プレコンセプションケアに関する専門的な相談が
できる医療機関数

約60機関
（※３）

200以上

プレコンセプションケア推進５か年計画指標一覧
（国が実施する今後５年間の集中的な取組）

※１ 90/129自治体（令和４年度変更交付ベース）
※２ 令和６年度健康経営度調査に回答した大規模法人3,869社中
※３ 参考：妊娠と薬外来の拠点病院は57か所（令和６年３月時点）
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「プレコンサポーターTEXTBOOK」について

⚫ 「プレコンセプションケア・アドバイザー（仮称）養成
のためのマニュアル作成WG」において、成育医療等
の提供に関するデータ分析・支援等推進事業(女性の
健康総合センター)と連携し、プレコンサポーター
TEXTBOOK（以下「TEXTBOOK」という。）を

作成。

概要

⚫ プレコンサポーターは、「プレコンセプションケアを推進す
ることを目的とし、自治体・企業・教育機関等におい
て、性別を問わず、性や健康に関する正しい知識の
普及を図り、健康管理を行うよう促す人材」と定義し、
職種に限定されず、研修を修了すれば、希望する方は、
誰でもプレコンサポーターになるものとして想定。

⚫ プレコンサポーターは、各自がプレコンセプションケアに
関する情報の発信や企画、多職種・多機関との連携
促進等の活動を行う。

プレコンサポーターについて

プレコンサポーターTEXTBOOKの構成

⚫ TEXTBOOKは、プレコンサポーターがプレコンセプションケアに関する取組を行うに当たって必要となる知識・情報を取
りまとめたもので、総論・各論から構成。

⚫総論では、全てのプレコンサポーターの方に理解しておいていただきたい内容として、プレコンセプションケアの概念や取
組の必要性、対象、主な内容、支援に関する事項等について記載。

⚫各論では、プレコンセプションケアに関して想定される相談内容をQA方式で記載。特に、プレコンサポーターが行う情報

発信においては、生活習慣や健康管理に関する知識や、妊娠と出産に向けて特に重要となる知識等、幅広い内容を取
り扱い、企画や情報発信を検討する際の参考として活用できる。主な内容としては、小児・思春期における心身の状況や
健康に関わる知識の習得状況等、性成熟期における健康課題等及び想定される相談内容等について記載。

⚫ プレコンサポーター自身が専門職である場合は、専門的な個別相談の対応が行われることが想定される。TEXTBOOKの
内容を参考にしながら、必要に応じて、医療機関への受診や適切な支援につなげられるように対応。

⚫ また、専門職以外の場合でも、相談を受けることも想定されるが、専門的な質問については、こども家庭庁のホームペー
ジやTEXTBOOKに記載されている信頼できる情報を紹介したり、適切な専門の相談窓口等へ相談することを勧める。

プレコンサポーターによる相談支援

具体的な取組の例 人材の想定

自

治

体

◼ セミナー、出前講座、研修等の企画及び実施等

➢ 住民のニーズに応じたプレコンセプションケアに関するセミナーや個別相談会

➢ 教育機関等への出前講座

➢ 自治体職員向けのプレコンセプションケアに関する研修

◼ SNS等を活用した発信・周知

◼ 自治体の広報誌、公式ウェブサイト、SNS等を活用し、プレコンセプションケアに

関する最新情報の発信や住民に相談窓口を周知

◼ 性と健康の相談センター等での専門職による個別相談の実施 等

（例）

医師、保健師、助産師、

看護師、管理栄養士等の

専門職種や、施策の企画

立案に関わる事務職員等

企

業

◼ 社員への情報提供

➢ 職域での健診の場等を活用したプレコンセプションケアの周知広報

◼ 研修等の企画・実施

➢ 講演会、研修（新人・管理職向け）

◼ 福利厚生等に係る取組の実施

➢ プレコンセプションケアを踏まえた特別休暇や福利厚生等に係る取組の実施

➢ スポーツ活動における指導者等への啓発

◼ 専門職による個別相談の実施

➢ 産業医等の産業保健スタッフによる社内での個別相談の実施 等

（例）

産業保健スタッフや、プレコ

ンセプションケアを踏まえた

特別休暇や福利厚生等

に関わる人事労務担当者

等

教

育

機

関

◼ 出前講座や個別相談の企画・実施等

➢ 保護者の理解も得ながら、専門職等による出前講座や個別相談の企画や実施

➢ 地域の医療機関や自治体と連携し、保護者も含めて、プレコンセプションケアに       

     関する情報提供

➢ 部活動における指導者への啓発

◼ 専門職による個別相談の実施

➢ 養護教諭等による校内での個別相談の実施 等

（例）

学校医、養護教諭、栄養

教諭、看護師、保健師、

心理士、教育機関や教

育委員会の職員等
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